


環境条件 

定略人力電店_ 
消費電力 

動作環境 

保管環境 

適合規制_ 

耐性 


AC100V、 己 0/60HZ 、 0。己 A 

定常時最大日。 0 W . 最小3。己 W 

定常を最大7 。 7 k C a L / h . 最小 3 。 1 k c a し 

定常を最大 3 1巨 T U / H R 、 最小 12 目 T U / H R 

動か温度範囲日〜己日ご 

動作湿度範囲2 0〜 8 C%RH (結露なきこと） 

保管温度範囲 - 2日〜7日 C 

保管湿度範囲10〜9 0 %RH (結露なきこと） 


電盛放射 VCC I クつス A 

詩電気放電 （ ESD ) 

放身寸電踰化害 

電気的ファストトつンジ： T ントバース 
電気が] サージ 

耐ち導ノイス'性 
電源周波鞭イミュニティ 
瞬停/電店婪動 


IEC 61000 -4-2 
IEC 610日日- 4-3 
IEC 6100日- 4-4 
IEC 目100日-4-已 
(A C Line) 
IEC61 日0日- 4-6 
IEC 6100日- 4-8 
IEC 61000 -4-1 



形が及びな料。を彩 
質量（重量） 


添か商品仕様國による 
1，1日0 g 


え、、 J 卜7— ク 接続 


ツイス トぺ アポート： RJ 45 コネクタ S ボート（《 1) 

伝送ち式 :] E 巨巨802。3 1日 BAS 巳 -T 

]EE 巨谷 日 2。3 U 1 日日 巨 ASE — 下 X 
IEE 巨 S 日 2。3 曰 b 1 日日日 巨 ASE-T 
伝送速度 ：1日/10日/ 1 日 OCiMbps を/半二重 

適合ケーブル ： ツイ スト。 ペア。中一了 ル 

CEIA / TIA 日目 S カテゴリー己 e 相当从止） 

ポ-卜1〜8 で 1 日 0 日 Mbps 使用時 
最大伝:送距謎 ：10日 m 

オートをコ'シ I ーシ3ン臟能：通信速度。を半二重を自動認識 

設定により1日 Mbps . 10 0 Mbps および全二重.半二重を固定す能 

SF P 拡おポート：1ボート 

オプション： SFP -1 日 00 SX SFP モジ 1 ー ル （ PN 54 日 21) 
SFP - 1 000LX SFP モジ 1ー ル CPN 己 4023) 
SFP - LX 40 SFP モジ—1ー ル （ PN 5402己） 


-ズ 省電カモ-ド搭載により、ポ-卜接続を自動お知し.電カミ肖費を必要量に抑制。 



ターミすル 
エミ王レータ接続 


L t D 凌の 



巧2 4年 


コンソール。ポート： R 」4 己コタクタ 1ポート 

通信方す： RS-232CUTU-TS V，24) 準拠 

エミュレーシ3ンモード： VT 10 曰 

通信案件：日巳日 □ b P S . 8 b I t ' ノンパリティー，ストップビ‘; • 

C 1 )POWER (電源 ） LED (禄） 

点む：電源 ON 

C 2) ANY COL 。 （コリジョン） L 巨 D (稳） 

点む：半二重で動作時にいずれかのポートでバヶ y 卜衝实発を 

(3) STATUS / 巨 CO (ステータス/ ECO モード） LED し禄） 

点む：ステータス モー ドで動■(乍し まず。 

点滅：エコモードで動巧しまず。 

をポートの表示は下の表1を養照ください。 

(4) 白]白 A (白 I 白 A モード ） LED (緑） 

点む ： G I G A モード' で動作しまず。 

をポ-卜の表示は下の表1を参照ください。 

(己）1日0 M (スピードモード ） LED (綜） 

点に：スピードモードで動化しまず。 

各•ポートの表示は下の表1を養照ください。 

¢6) FULL (DUPLEX モード ） LED (禄） 

点な： DUPLEX モードで動作しまず。 

をボートの表示は下の表1を参照ください。 
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点の ： LOOP H I STORY モードで到巧しまず。 

点腻： ループが 発生中.または過ま3曰は内に ルー 了が発生。 

をポートの表示は下の表1を参照ください。 

前面部にある L 巨 D 表示切营ボタンを使巧して.接続している端末との接続確認の表示(ステータス 
モ-ド）.10日日 Mbps のを送速度の表を （ GIGA モード）1日 0 Mbps を1日 Mbps の 
伝送を度の表示(スピ-ドモ-ド）.全二重.半二重のを送方す表示 （ DUPLEX モ-ド').ル-: 
発生したポートを LED で表示し、ルー了の発生履歴を表示ずる （LOOP HISTOR 丫モード） 
をてのポート L 巨 D を消灯させる（巨 CO モード）ことができまず。 


電ミ原起到時のモードをベースモードといいまず。 


ド（工場出荷時）と 


ECO モードの2種類がありまず。ベースモードの切替は LED 切替ボタンを長巧し （3 秋間从上巧下） 

:こより変更できまず。切替ボ正常に行われると STATUS / 巨 CO LED , 白 IGALED , 

100 MLED、FULL LED、LOOP H I STORY L E D の已つの L E D ボーる に点灯し、 
消打した接変更完了となりまず。 

また、他モードへ手動で変更しても .. LE D 切替ボタンを1分間使用しなかった場合に.1分をに 
!動的にベースモード（ステータスモードあるいは ECO モード）へ戻りまず。 

ベースモードは電源0 FF になっても保持されまず。 


( 自園 iliaea 固圓: 


Panasonic 

Switch-M8eG 

I - LEDS お切曾ボタン-1 

I ボ9ン3秒居巧しで I 
I ECO モード ON/OFF 切 H 


POWER [ 
ANY COL.[ 
STATUS/ECO [ 
GIGA [ 
1 的 M [ 
FULL [ 
し 00 PH 倍 TORY [ 


_ LED 表示切替ボタン 


2 種類の ベースモー ドとをモードの LED はじ I 下のように切替えができまず。 


ベースモードがステータスモード（工場化荷時）の場合 


- ^ 手封で led 表示切替ボブンを巧ず 

- ► 自動 

- ► 自勤で1分をにべースモードに戻る 


ステータスモード 
(ベ-スモ-ド） 


ルー了ヒストリ- 
.モード' 


切替 （3 秒長巧し） 


<_スモードが巨 CO モードの場合 



一- ► 手動で LED き示切替ボタンを巧ず 
-►自動 

► 自勤で！分をにべースモードに戻る 


ス T ー タス 

モ-ド 


IDUPLEXI 一 I ルー了ヒストリ ー| 
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ドの L E D と'- 


- 9 の LED はな卜のよつに対応しまず。 


モ-ド 

モード表示 

LED 表; 

ろテータスモード 

ST 冉 TUS / EC 0 

点む 

G ] G A モード 

白]曰 A 

点む 

スピードモード 

10 0 M 

点む 

U P L E X モード 

FULL 

点む 

プヒストリーモード 

LOOP H[STORY 

点む 

E C 0モード 

ST 冉 TUS/ECO 

点麻 

E C 0モード 




に D (左）- 

斗 aH ~ ha 


ボ-卜1〜9の LE D (を）縁 


ポ-卜1〜9の LED (ち）構 



点な：端末との接続が正常 
点麻：データ送量信中 
消な：ホ接続 

点ぶ7: 1 000 Mb P S でリンクカなをて L 
消打：1日日 Mbps . 1日 Mb P S でリンクカけ在立 
あるいは未接続 

点灯；1 00 Mb P S でリンク炯紐 点灯:ル-了巧知による遮断中 

消む：10日 0 Mb P S あるいは1日 Mb P S でリンクカ itn (口曰秒間） 

あるいは未梧続 消む：ル-プ巧知による遮断なし 

点な：全二重でリンクが確な 

消灯：半二重でリンク炯包!あるいはホ接続 

点お：ル-了照肖藉' 3日从内 
消む：ルー了!^ぶし 

消む：端末との接続.未接続に関わらず.ずべて消む 


SFPA 

LED (を ）— C □ — LED (ち） 

録 I I 摇 


4。カスケード接続 


- 5 。 再起動 


6。てージ1ント仕様 


-7。 設定 


- 8。スイッチの管理 


- 9。ループ検知 


ポ-卜1〜8が A U t 0 M D I / M D I - X にす寸応（固ち設ち可能） 
通信条件を固定に設定したポートは 、 M D I - X になりまず。 

工場化荷時は.ポート1〜7は M D I - X になりまず。 

ソ7トウてアからは下の3つの モー ドでリヒ’ソト巧能 

(1) う ホーム スタート 

(2) 工場化荷時に戻るリピット 

(3) ] P アドレス从タトエ場出荷時に戻るリ t ット 
いずれもリブートブイマー機能によりタイマー制御す籠 


管理用プロトコル： SNMP ( V 1/ V 2) ( RFC 11 日 7) 

TELNET (RFC 谷 5 4) 

ソフトウェア。タウン□-ド用了□トコル： TFTP CRFC78 3) 

装備ずる M I 巨： M] 巨 II CRFC1213) 

BRI DGE-MI B ( R F C 14 9 3 ) 

な下ので法によって管理巧バつゾ-夕の設定が巧能 

( 1 ) コンソール。ポートに接続された非同期端末からの設定 
C2) T e I n e t 接続した遠隔端末からの或定 
(3)SSH 接続した遠隔端末からの設定 

な下のでをによってスイッチの管理ポ可能 

( 1 ) コンソール。ポートに接続ざれた非同期端末からの管理 

(2) T e I n e i ,および SSH により接続した遠隔端末からの設定 
C3) S N M P マネージ r による管理 

ループ ボ発生したポートを LED でおおらせし I そのポートを自動的に遮がしまず。 

(遮が時は.ポ-卜の LE D を瞪点灯表示） 

また、ポート遮おおよび自動復旧の隅、 SNMP 卜つ‘ y プによる管理をへの通知ボ可能でず。 
ルー了が発生中.もしくはルー了解消接 3 日な内のポートがある場合には LOOP H I STORY 
LED が点滅し、おミ□らせしまず。 


ループの 発生を検巧ずる ポート CON / OFF ) 
ルー 了横知の設定切替 ( ON / OFF ) 

ループザ発生したポートの遮断時固 


: ON 1〜7、 

OFF 3、9ポート（工場化巧時設定） 

: ON 〔工場化荷時或定) 

コンソールによる設定.または L E D 表示切营ボタンを 
10秒は上長巧しにより0 F F /日 N 切营 
電源を日 FF にしても設定は保持されまず 
: 6日〜6 0 0秒（工場化お時設定： 6 0秒） 

設定時圍ポ-卜 LED (右）檔点灯し、ポ-卜を遮断 
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0。その•(也 


-ル—プが発生したポートの履歴保持時間 ： 3日間 

LOOP HISTORY LED ボ3日固点滅 
また . LOOP HIST 曰 R 丫モードに合わせると. 
ループ稱消摇3曰从内のポート LED ボ点む 

T F T P Cl I ent (ファームうエアアップグレード、設定情報の保存。読化） 

□グイン RADIUS (RADI US サーバによる□グイン語証情報管理） 

電源コード掛けブ□ック〔電想コード巧け防止） 


塔載機能 

.- 1。スイッチ機龍 


- 2。 VLAN 


一3。リンク 


アクリゲーシヨン 


4。 Q 0 S 


タリンク' 


スイッ手ングちす 
スイッチング容量 
バケット転送能力 


M A C アドレステーブル 


バッファ 
フ□一制御 


ジマンボフレームがに 


:ストアアンド' フォアード 
:18扫 b P S 

:し4 8 8,日日日 pps / ポ—卜 （1 日日日 Mbps ) 

:148，80日 PPS / ポ-卜 （1 日 0 Mbps ) 

14， 8 S 日 pps /ポート （1 日 Mbps ) 

:8 K エントリ-/ユニ y 卜 

(ポ-卜単化で自動学習の有効/無効が巧能.固定登歸が巧能） 
:已12 K バイト 
:半二重時 い クプレ‘ y シで一 
を二重時 ] EEE 8 日2。3 X 
:1日〜10日0 0日日秒（デフオルト値は3 0日砂） 


1£巨£谷日2。 1 Q タグ V LAN プ□トコル準拠 
V L AN 登歸致2日6個（デフォルトも含む） 

最大 4 グルー 了構成可能 （ 1グルー了最大 S ポート） 


I E 巨 E 谷日2 . 

し抱が優先スケジ: 


P 4 段階の優先制測をサポート 
ーリング） 


巧象となるポートの卜つフィックを巧定したポ- 
(巧数の巧をポ-卜指定が可能） 


卜にコビーして送信す能 


設定機能 


設定機能 

1。スイッチンク或定 


管5里情報設定 
]P 設定 
SNM P 設定 
ポート設定 
7 ク t スを件設定 
ユーザを/パス 7- ド或定 
FD 巨或定あび参照 
MAC ァ ドレス自動学習敎制眼設定 
を刻設定 
VLAN 設定 

リンクアグリ ゲーシ3 ソ設定 

ポートモこタリング或定 

Q 0 S 設定 

L 巨 D モード或定 

ループ お知哉定 

ポートグルーピンダ設定 

ポート々ウンタ参照 

ソフトぅ エアアップグレード 設定 

設まフ7イ ルの おを/読化課ま 

再起動設定 

システム □ダ 
設定情報の保存 


-1-2。時固設定 

-_ 2 。モこ夕機能_ 
- 2 - 1。基本情報 
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SNT P 設定 
時刻手動設定 


シス子ム情報の設定 


:橋働 時 PS CsysUpTime) の表'子、 
詳細情報 （ sysDescr ) の表示 
管理者 C sysContact) の表示 
設置塌戸斤 (sysLocation) の表を 
ホストを （ sysN 曰 me ) の表示 


e — スット7-クソ 


シ3ン事業本邹 


タット7— ク商品事業部 


I 


パナソニック E S ネットワークス株式会社 









或置ち法。付属品 

'- 1。設置ち法 

'-2。か属品 


別冗品 _ 

一1。コンソールケーブル 

(品番 ： P N 7 2日日1 ) 
一2。19イソ子つッ 

マウント用 （ 1台用） 
(品番 ： P N 71日日1 ) 


( 1 ) 19インチつ’シクへの巧り付け 

(2) 壁面への邱リ付け 

¢3 ) 什器へのマグさット巧りつけ 

C 1 ) 耶圾説明青 
(2 ) CD-ROM 

(3) 去ジ（ゴム足哥?付用） 

¢4)ゴム足 C マダえ‘ y 卜内商） 

(己）電源コード（み） 

(《）付属の電源コードは1日0 V 専用コードです。 


(1) R 」45- Dsub 9 ピソコンソールす一 

C 1 ) 巧化を具 （19 イン子つ y クマウント用） 

(2) タジ （ 19イン子つックマウント用） 

(3) スジ（つック取せ金具と本体接続用） 


3。19イソ f つツ ¢1) 巧か金具 （19 イン手つ ック マウント用） 

マウ ソト用〔2台連結用） （2) 連結 用金 具 （2 台連結 用） 

(品番： P N 710 5 2 ) ¢3)をジ （ 1 9イン子つックマウント用） 

C 4) タジ (つッ ク巧か金具と本体接続用） 

(己）スジ（連結用金具取 付 用） 


4。壁取付用 

_(品番 ： P N 71_□日3 )_ 
己。 SFP -10 GGSX 
(品番 ： P N 己4日21 ) 


( 1 ) 巧付金員（壁巧せ 用） 

(2) クジ（壁巧か金具と本体接続用） 


(□□をこ 

( 《1 ) 


P - 10 0 0 L X 
P N 己4 0 2 3 ) 


P - L X 4 0 
P N 己4 0 2己） 


光つァイハ。ホ— 
忆:をち式 i I 
を送速度 
適合 ケ-ブル 


最大伝送距離 


をを刀-す 
伝送速度 


LC コよクタ （2 お） 

巨 EE 802。3 z 1000目 ASE-S 
1000 Mbps を二重 
光ファイバヶーブル 

己日/12己 um マルチモードフ7イバ 
巨2。巳/12已 Mfn マルチモードフ7イバ 

5 0/ 12 5 M m の場合5 50 m 
62。己/12己 ym の場合 22 0 m 


LC コネクタ （2 お） 
] EE 巨8日2。3 Z 
1000 Mbps 全二重 


1000巨 ASE -1 


窗合ケーブル：光フ 7 イバケーブル 


最大伝送距誰 

光ファイバ。ポート 
を送速度 
適合ケープル 

最大ち送距謎 


10 /12 5 M m シングルモ- 
10 K m 


ドフ7イバ 


:クタ （2 ち） 

: 1 0 0 0 Mbps 全二重 

:光ファイバケーブル 

10 /12己 y m シングルモードフ7イバ 

: 4 0 K m ( « 2 ) 


LX 4 日をか向でご使用くた'さい（通信速度1日0 0 M b P S ) 
光許容損失が一19 d B 从下でご使用ください 
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□ 

□□ 


□ 

□□ 


を 

Switch —M8eG 

番 

P 




□ 

□□ 



I 

B 



■ 




9。安を確保のための使用止の禁止事項 


下記の I 頁目をミ請足されて いない 場合の卜つブルに関しては、責任を負いかねまず。 

本商品のご使用に際しては、な下の点を遵守ください。 

( I ) 交流10日 V は外では使用しない 
义烫。感電。故障の原因となりまず。 

(吕）この装置を分解。改造しない 

乂烫。感電。故障の原因となりまず。 

(3) P 巧3□部传ツイストぺアポート、コンソールポート、 SFP 拡張ス□ットから内部に金属や燃えやずいものなどの異物を差し化んだり. 

巧とし込んだりしない 

乂冀。感電。が障の原因となりまず。 

(4) ツイストぺアポートに1日巨 ASE - 下/ 100 BASE - TX /1 OOOBASE - T な外の機器を接続しない 
乂菜。感電。故階の原出となりまず。 

(己） 氷のある塌巧の近く、湿気をほこりの多い塌ホに設置しない 
义お。感電。故障の原因となりまず。 

(己）直射日光の当たるところや温度の高いところに設置しない 
内部の温度ザ上ボリ、乂菜の原因になりまず。 

(7) ぬれた手で電源了つダを抜き差ししない 
感電。故障の原因となりまず。 

C 8) 竜ボ発生したときは、この装置を接続ケーブルに貼れない 
感電の原因となりまず。 

(日）電源コードを傷つけたり.無理に回がたり、引っ張ったり.ねじったり、たばねたり、はさみ化んだり.重いものをのせたり、加熱したりしない 
電源コードが破損し，乂烫。感電の原因となりまず。 

(10) 振動。衝撃のをい場巧やで安定な場巧の設置しない 
落下して、けが。故障の原因になりまず。 

(II) S F P お張ス□ットに別売の S F P モジ王ール CSFP - IO 日日 SX / SFP -1 日日日 LX / SFP - LX 4 日） u 外を実装しない 
义烫。感電。故障の原因となりまず。 

C 12 )] ンソールポートに別売の]ソソールケーブル PN 72 日日1 R 」4 己- DSub 9 ビソコソソールケーブルじ I 外を接続しない 
义を。感電。故障の原因となりまず。 

(12) この装置を义に人れない 
爆発。 义おの原因となりまず。 

(13) か属の電源コード（交流10日 V 仕様）を使う 

感電。語動作。巧障の原因となりまず。 

(14) 必ずアース線を接続ずる 

感電。 t 吳動作。故障の原因となりまず。 

(14) 電源コードを電源ポートにゆるみなどボないように確実に接続ずる 
感電や誤動巧の原因となりまず。 


(15) 故障時は電源プつグを巧く 

電源を供おしたままち時間放置ずると火をの原因になりまず。 

(16) この装置を壁面に巧り付ける塌合は.本体および接続寸-ブルの重みにより巧下しないよう確実に巧りかけ。或置ずる 
けが。巧障の巧因となりまず。 

(17) この装置は2台まで连結す能であり、连結ずる糧合は別売の巧付を真 PN 71日日219イソ f つックマゥソト巧金具〔2台用）に含まれる 
連結用金具とねじ（連結用金具巧付用）を使用して、装置前面および背面にある連結用ねじ穴に連結用金具を取り付け確実に固定してから設置ずる 
確実に固ちされていない塌合、落下して.けザ。故障の原因となりまず。 

(18) ステータス /EC 日子ード LED ( STATUS / ECO ) が措点滅になった場合は、故障のため、電源 了つ ダををく 

電源を f 共,給したまま長時同放置ずると乂烫の原因になりまず。 

C 19 ) ツイストぺアポート、 SF P お银ス□ット、 コン ソールポート、電源 コー ド掛けブ□ックで丰などを切らないようミ主意の上取り巧う 


10。使用止のミ主意事巧 


( 1 ) 内部の点お。修理は販売店にご依頼ください。 

(2) 商用電据は必ず本装置の近 < で.耳交り坂いやずい場をからお巧りください。 

(3) この装置を或置。格動ずる際は.電賴コードをはずしてください。 
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(4) この装置を清掃ずる院は、電源コードをはずしてください。 

(己）仕様眼巧をこえると t 吳動作の原因となりまずので.ごを意ください。 

(己）この装置をゴム足（マダ京’ソト内蔵）で巧りかける場合は.寸ーブルの重みなどで装置が'ずれたり速下したりしないことをご確語ください。 

また、ケーブルを接続するときは、装置本体を巧さえて接続してください。 

(7〉ゴム足（マグをット内蔵）にフ□’ソピーディスク长磁気々ードなどを近づけないでください。記歸内容ミ肖失のおそれがありまず。 

(8) この装置を日 A デスクに取り付けた時.巧りかけたまま，ずらさないでください。塗装面によっては偏ザつくおそれザありまず。 

(白） RJ 4 己コよクタのを属端子やコククタに接続されたツイストペアケーブルのモジュつ了つグのを属端子 、 S F P お语ス□"ノト内部の 
金属端子に曲れたり.帯電したものを近づけたりしないでください。 

静電気によりが障の巧因とりまず。 

(10) コクタに接続されたツイストべアケーブルのモジュつプつダを々一ぺットなどの爭電ずるものの上やを边にが置しないでください。 

詩電気により故障の巧因となりまず。 

(11) 莲下など強い衝撃を与えないでください。故障の原因となりまず。 

(12) コン ソールポートに コンソールケー プルを接続ずる陛は.事前にこの装置な外の金属製什器等を赃って静電気を除ましてください。 

(13) は下塌巧での保管。使巧はしないでください。 

(仕様の巧巧を件下にて巧管。使用をしてくた'さい） 

-乂などの液化がかかる恐れのある場巧、湿気がをい塌戸斤 

- ほこりのをい場所、詩電気障害のあれのある場巧（カーぺットの上など） 

- 直射日光ボ当たる場戸斤 

- 結露ずるような場所、仕様の瑪境を件を滴たさない高通。イ氏溫の場戸斤 
-お動。衝撃が強い場巧 

(14) 周囲の温度が日〜已日 C の塌戸斤でお使いください。 

また，この装置の通風□をふさボないでください。 

通風□をんさぐと内部に熱ボこもり詰動 f 乍の原因となりまず。 

上記桑件を満足しない場合は.义烫•関電。故障。詰作動の原因になり.保 I 正致しかねまずのでご注意<ださい。 

(1 日）この装置上下に重ねて置かないでくだざい。また、左ちに並べておく場合はずき間を2日 mm は止儲けてください。 

(16) つックマウントする場合は. 上下の機器との間隔を2 0 m m は上難してお使いください。 

(16) SFP 柏:張ス □ッ トに別売の S F P お張 モジュール （ SFP -1 D 日日 SX / SFP-1 日日日 LX / SFP - LX 40) な外を実装した塌合、 
動作な t 正はいたしませんのでごミま意ください。 


11。品質保旨 正しついて 


本:商品の品質管理には最大のを力をいたしまずが. 

(1) 万一、本巧品の品質不良が原因となり、人命並びに財をにを大の黨響が予測される塌合には.本仕稳書記載の特性。数値に 
がしを格を持たれ.かつ二重回路等のちを巧策を組み化んでいただくことを.製造物責任の観点からお動めしまず。 

(2) 本商品の品質保証期固はわ貿止け日より1年固とし、本仕様書に記載された頂目とそのお固内とさせていただきまず。 

本商品に兜社の貴による瑕疵が明らかになった塌合には.誠意をもって代替品の提供.またはおな部分の交換.修理を 
本商品の納入塌巧で速和かに行わせていただきまず。 

但し.なの塌合はこの保 t 正のす寸象から除かせていただきまず。 

1 ) 本商品の故障やおおから誘発された他の損害の場合。 

2) お買い止が後の巧圾い、保管、運搬（輸送）において、本仕様書記載な外の条件ボ本商品に加わった墙合。 

3 ) お買い止げをまでに実用化されている技術では予見ずることボで巧能であった現象にを因ずる塌合。 

4) 义ぶ、お震。洪水。义ぶ。，错争など弊社に責のない有があるいは人為的なぶ害による場合。 


取扱説日月吾、本化貼巧つベル等のミ主意害に化った使用状想で保証期間内に化障した攝合には、無料修理させていただきまず。 

お客祿の取お説日月書に従わない操作に起因ずる損害および本商□□□の巧障。語動作などの要因によっ て通信の機会を 
逸したために生じた損害については.その貴 f 壬は負いかねまずのでご了をください。 

(イ）使用上の語りおよびす当な修理や改造によるが障および損傷 

(□) お買上け後の取付場巧の移設.輸送.落下などによる故陣および損傷 

( A ) 乂烫.お震.水害.落雷.その他天烫地変および公害、塩害、ザス害（硫化ザスなど）、異常電旺、指定外の 
使巧電源 C 電店.周波を）などによる故障および損傷 
(二）保証書の提示ポない場合 

(ホ）保 t 正青にわ買止げ曰、おを様るの記人のない場合.あるいは字句を吾き替えられた場合 


作成曰 
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